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「新しい考え方を
聞けました」
通訳ボランティア

和田みどりさん

新千歳空港内の海外プレス
専用インフォメーション・ブ
ースで通訳ボランティアをし
ました。英語を話す機会を求
めて参加したのですが、毎日
英語を話すことができました。
各国のプレスや代表の方がブ
ースに寄り、少しの時間です
が話をして、母国での好きな
食べ物や勤めている会社など
を聞き出すのが面白かったで
す。また、獣医学部を卒業し
たというスイス人のプレス
（南ドイツ新聞）の人からは、
就職に関して新しい考え方、

海外の記者につ
いてや新聞の歴
史などをたくさ
ん聞けました。

「大統領一行の
空輸を担任しました」
特別輸送ヘリコプター隊機長

茂田仁志さん

特別輸送ヘリコプター（EC-
225：スーパーピューマ）の機
長として、フランス大統領お
よびオーストラリア首相一行
の空輸を担任しました。洞爺
湖および新千歳空港周辺の天
候は、この時期とても不安定
（特に朝夕に霧が発生）で、気
象には悩まされました。われ
われの編隊が予定していた６
個空輸任務のうち、実施でき
たのは最終日の2個空輸任務
だけでしたが、各国の要人の
方に安全かつ快適に搭乗して
もらうことを目標として任務

に臨み、無事に
任務を終了する
ことができて良か
ったと思います。

「各国夫人と貴重な時を
過ごしました」
環境ショーケースでのアテンド

中谷眞喜子さん

留寿都村に設置された国際
メディアセンター（IMC）開所
式の司会と、IMC内の環境シ
ョーケースで、各国首脳夫人
のアテンド役をしました。め
ったにないチャンスなので大
変光栄なことだと、喜んで引
き受けました。ショーケース
の展示には説明が難しいもの
もあったのですが、一度ご覧
になって内容を理解されてい
る福田総理夫人が各国夫人へ
のレクチャーに協力してくだ
さったこともあり、スムーズに
案内ができました。この貴重

な経験を、今後
に生かしていき
たいと思います。

「村民全員で
歓迎できました」
真狩村役場

藤澤祐二さん

配偶者プログラムのひとつ
として、各国首脳夫人らを真
狩村に迎えました。後志

しりべし

管内
の特産品を発信するために設
営された青空市場「北のまる
しぇ」に案内した後、花壇の
前で写真撮影を行い、レスト
ラン「マッカリーナ」で昼食を
とっていただきました。実は、
サミット前は雨が少なく、花
壇の手入れなどは大変でした
が、夫人たちの笑顔を見た時
には、その苦労もふっとびま
した。村民の方々、村役場の
職員らみんなが協力して歓迎

できたことは、
一生を通じて大
変貴重な経験に
なりました。

「今年（2008年）の１月から議長国のシェル

パ（首脳の個人代表）として日増しに増えて

いくさまざまな課題に取り組んできました。

振り返ると、厳しい半年間だった、というのが

率直な感想です。

サミットとは、世界の政策形成に直結する

舞台であり、責任の重大さをひしひしと感

じた日々 でもありました。

今回のサミットは数々の成果を生み出した

と自負していますが、とりわけ、『世界全体の

温室効果ガス排出量を２０５０年までに少なく

とも半減する』という長期目標について一致

したこと、Ｇ８首脳がそれぞれ異なった立場

を乗り越え、共通項を見いだしたという点で、

非常に重い成果だと思っています。

また、今回痛感したことは考え方や問題

意識を共有するＧ８首脳が議題を設定し、議

論を深め、政策調整を進めていくというプロ

セスの大切さです。Ｇ８が中核となって非Ｇ８

国とも対話を深めていく形が、現在における

サミットの最良フォーマットだと思います。

最後に、北海道の皆様への感謝の気持

ちを述べたいと思います。サミットが成功裡
り

に終わったのは、皆さんの上質で暖かいお

もてなしの心があったからです。

北の大地がサミット全体を優しく包み込

んで、サミットを成功に導いていただきまし

た」

〔河野雅治外務審議官〕

北の大地がはぐくんだサミット



昨年の7月より北海道洞爺湖
サミット道民会議事務局の一
員としてまる1年間、準備に携
わってきました。私は主に北
海道の食をPRする仕事に従事
しました。その間、さまざま
な人との出会いがあり、色々
な物の考え方・仕事の進め方
を学びました。「北海道の食の
素晴らしさ・魅力を世界に向
けPRする、という目的はひと
つでも、あらゆる角度・さまざ
まな切り口で仕事を進めるこ
とが可能である」――食とは
異なる職種の人を含めたさま
ざまな人々との
出会いから、そん
なことを経験し学
んだ1年間でした。
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「心をひとつにして
取り組みました」
ザ・ウィンザーホテル洞爺・宿泊部コンシェルジュ

山本眞弓さん

サミットの会場に決定した
時は、とても驚きました。例
えるならば、目の前に突然見
たことのない大きな山が現れ、
頂上に向かえと言われたよう
な気持ちでした。開催中はロ
シア担当接伴員をしました。
分刻みのスケジュールのため、
滞りなく進行することにとて
も神経を使いました。不安も
多く絶対に失敗できないとい
う重圧もありましたが、無事
終えることができてほっとし
ています。仲間たちが心をひ
とつにして精一杯取り組んだ
ことが、大きな
エネルギーに変
わったのだと感
じました。

「ボランティアの
本質を考えました」
通訳ボランティア

櫻田一平さん

洞爺湖温泉街で通訳をしま
した。初めは通訳のみに目が
向いていましたが、町役場や
通訳以外のボランティアの
方々と接するうちに「ボラン
ティア」の本質を考えるよう
になりました。ボランティア
は頼まれた仕事をするのでは
なく、自ら仕事を見つけて取
り組む人だと思いました。そ
こで、私以外の方が語学力を
生かした活動をたくさんでき
るように、私がその調整やバ
ックアップをしたらいいのだ
と考えました。ボランティア
のためのボラン
ティアとして、
仕事はたくさん
ありました。

「花を通じて
町がひとつになれました」
洞爺湖温泉観光協会

中村真澄さん

洞爺湖町を花で装飾する
「Ｇ８開催記念植栽事業」の企
画・運営に携わりました。サ
ミット前後、外国の方から
「どうしてこの街は花がいっぱ
いなの」と声をかけられたり、
花と記念撮影している姿を見
ると、この事業をやってよか
ったと思いました。花や植栽
について何の知識もなく、勉
強会に時間を費やすなど、大
変なこともありました。しか
し、サミットをきっかけに、
花に関心がある町民を発掘で
きたこと、花を通じて町がひ
とつになれたこ
とが、今回の大
きな収穫です。

「色々な物の
考え方を学びました」
道民会議事務局

村井達夫さん

サミットを終えてG8 北海道洞爺湖サミット 2008

「今回のサミットでは、安全な環境と静穏の

中でしっかり議論していただけるように、地

元として最大限の努力をしました。地元負担

を極力抑え、官民一体の道民会議を中心に

受け入れを進めました。

主要なテーマである環境・気候変動問題

を意識し、ポスターや看板などは、環境に配

慮したものとするよう心掛けました。また、花

や緑（木）をアピールし、清掃活動に力を入

れるなど、ホスト地域らしい盛り上げに努め

ました。こうしたことを通じて、道民の皆さん

の環境意識も高まったようです。食料問題も

テーマとなったサミットは、200％の自給率を

誇り、日本一の食料供給基地である北海道

のアピールにもなりました。

各国の子どもが集うＪ８サミットも開かれ、

世界が直面する問題を若い人がそれぞれ

の立場で真剣に議論できました。首脳、ジ

ュニアレベルに加え、非政府組織（ＮＧＯ）、

先住民族や宗教、大学などいろいろな分野

の人々が議論したことも意義がありました。

道民会議中心で進めた官民協働の枠組

みを今後に結びつけていくとともに、北海道を

さらに世界に発信していきたいと考えています。

次に日本でサミットが開かれる予定の８年後

は世の中が格段に変わっているでしょうが、

重要なのは『おもてなしの心』の一点に尽き

ると思います」

〔高橋はるみ北海道知事〕

重要なのは、おもてなしの心




